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学校で学ぶ意義

　　　 　今改めて考える

新潟県小中学校教頭会

副会長

（新潟市立東新潟中学校）

最適な学び」だけを考えていても実現しない。「個

別最適な学び」は、「協働的な学び」によって一層

豊かなものになる。そして、「協働的な学び」もまた、

「個別最適な学び」によってより豊かになる。この

ことの重要性を、「話合いは、一石三鳥ですね。」と

いう令和の時代を生きる生徒の言葉によって、改め

てかみしめた。学校で学ぶ意義を踏まえながら、令

和の日本型学校教育を確実に構築し、これからの時

代をたくましく生きる力をどの子どもにも育んでい

くために教頭ができること、すべきことは何かを再

考し、実行していきたい。

　11 月４日に第 58 回新潟県小中学校教頭会研究大

会 長岡・三島大会がオンラインで開催される。研

究主題は、「未来を生きる力を育む　魅力ある学校

づくり（自立・協働・創造）～夢・志をもち、他者

と協働しながら未来を拓く子どもを育む学校づくり

（３年次）」である。教育課程、子どもの発達、教育

環境整備、組織・運営、教職員の専門性に関する課

題について各分科会で提言発表がある。小学校、中

学校の優れた先行実践に学び、日頃の問題意識を解

決する場としたい。令和の日本型学校教育、魅力あ

る学校づくりについて新潟県の小中学校が共に学び

合う貴重な学びの場である。

　当日は、新潟県の全小中学校教頭の総力を結集し

て、「一石三鳥」の教頭研究大会 長岡・三島大会を

創っていきたい。

長谷川　聡　実

●巻頭言

●全公教岩手大会参加報告

●特集

●郡市教頭会ネットワーク

●新入会員の声

●随想

　話合いをすると①自分の読みが深まる、考え

が深まる。②班の仲間の読みも考えも深まる。③

自分も班の仲間も読みが深まる、自分の疑問や

考えを自由に話せる、そしてよく聴いてもらえ

て一緒に悩んでくれる、そのことが嬉しいし、

楽しい。

　「話合いは、一石三鳥ですね。」

　６月に国語の授業で、文学の解釈や自分の疑問を

班の仲間と話し合う場面を設定した後、今日の学び

の振り返りを書いている時にある生徒が、しみじみ

と言った言葉である。私は、「一石二鳥ではなく三鳥、

どんな意味か学級の仲間に教えてくれる？」とその

生徒にお願いした。その内容である。

　この言葉には、重みがある。子ども自身が、自分

の言葉で、学校で共に学ぶ意義を語っているからで

ある。この言葉は、子ども自身の実感、納得の中か

ら生まれてきた。以来、授業で話し合う場面がある

ときは、「今日も一石三鳥！」が合言葉になった。

　中央教育審議会答申「『令和の日本型学校教育』

の構築を目指して」で「個別最適な学びと協働的な

学び」が示された。私は現在、学習履歴（スタディ・

ログ）などの教育データを活用した「個別最適な学

び」について研究している。その際、気を付けてい

るのが「個別最適な学びと協働的な学びの一体的な

充実」である。「個別最適な学び」の充実は、「個別
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糸魚川市立下早川小学校

八　木　千佳誉

佐渡市立両津小学校

土　屋　勝　顧

　７月28日29日の２日間、全国公立学校教頭会岩手

大会にオンラインで参加させていただきました。

　１日目は、「るろうに剣心」「億男」等の映画監督大

友啓史氏による「アドリブ力を育てる」と題したご講

演をお聞きしました。撮影現場でのエピソードを交

え、映画１本に関わる300～400人のスタッフやキャ

ストの「組織としてのまとめ方」や「モチベーション

の上げ方」を話されました。「映画作りも教職もクリ

エイティブな仕事である。目の前のことに真剣に向

き合い、ごまかさず、愛情をもって取り組むことが大

切である」と、語られました。

　シンポジウムでは、３名のシンポジストが「岩手の

復興教育」について意見を交わしました。文科省安全

教育調査官の森本晋也氏は、「若い人が語り継いでい

くことや自分事として考える防災教育の重要性」を、

宮古市教委教育長の伊藤晃二氏は、「学区全体での防

災訓練をCSが主体となって行う必要性」についてお

話しされました。また、前岩手県中学校長会長の松葉

覚氏はこれからの人づくりのために「育てたいこと

の明確化」「発達段階に応じた教育」「学校から社会

へ、子どもたちからの発信」が大事であると話されま

した。

　２日目は第３分科会に参加し、多くの方々と意見

交換ができました。３つの提案発表をもとに、各都道

府県や市町村の実態、成果や課題について情報交換

を行いました。GIGAスクール構想の実現に向け、先

行実践的な取組について情報を収集し、成功事例を

自校化することや、学校支援コーディネーターと連

携して児童生徒の学習の場を広げ、地域全体で子ど

もの成長を支える礎をつくっていくことなど、教頭

の役割を再確認しました。

　本大会の多面的なお話から、自身の考え方を広げ

ることができました。様々な課題に向き合う今の業

務を、決して一人職と捉えず、縦横のつながりを大切

にしていこうと思えた、充実した２日間でした。

全公教

　岩手大会に参加して

全公教

　岩手大会に参加して

全公教岩手大会参加報全公教岩手大会参加報告全公教岩手大会参加報告
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　ICT教育環境の充実は、「五泉市教育振興基本計

画」の中の施策の一つである。

　１人１台端末の整備により、ICT機器を活用する

場面が増えた。子どもたちが情報や情報技術を適切

に活用し、学習意欲が一層高まる授業ができるよう、

ICT教育環境の整備の継続が求められている。

　また、「五泉市の学校教育」では、GIGAスクール構

想を進めるための今後の方針等の中に、目指す児童

生徒の姿を具現するため、「ICT機器を活用した授業

の推進」を努力事項に掲げている。

　五泉市では、昨年度、ICT活用推進指定校制度を実

施し、校内でのICT活用とそのための研修を進めて

きた。各校においては、日常的にICT機器を活用した

授業が実現されてきている。今年度は、より教育的効

果を高めるためにICT機器を活用するという段階へ

の移行を目指している。

　当校でも、ICT機器を活用した授業改善に取り組

んでいる。特に、児童全員の考えがリアルタイムに共

有されるよさを実感している。

　児童は友達の考えに触れることで、解決のヒント

を得たり自分の考えを修正したりと、主体的に学ぶ

姿が見られるようになった。教師も、児童一人一人の

反応を把握できるため、つまずきの大きな児童に個

別に対応するなど、効率的な指導ができるように

なった。しかし、児童同士が交流する中で新しい考え

を生み出すなど、教科の学びを深めるまでには至ら

ない。

　そこで、今年度、「共に深まる学び合いの充実」を校

内研修のテーマの中に位置付けた。プレゼンソフト

を使って共同編集しながら考えを共有したり、コメ

ント機能を用いてアドバイスし合ったりしながら協

働する活動を通して、主体的・対話的で深い学びの実

現を目指す。ICT機器を活用した実践を一つ一つ積

み重ねながら、児童も教師も実感をもって高まり、教

育的効果の向上に努めていきたい。

ICTで広がる
　　　教育の可能性

ICT機器の活用で
　　教育的効果を高める

燕市立燕南小学校

国　本　　　力

五泉市立巣本小学校

横　山　貴　司
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（魚沼市立堀之内小学校）

魚沼市小中学校教頭会

冨　樫　　　晃
（阿賀野市立安野小学校）

阿賀野市小中学校教頭会

小野塚　眞　郎会　長

互いに知恵を出し合って

　魚沼市小中学校教頭会は、小学校９校、中学校 5 校、

全員で 14 人の教頭会組織です。コンパクトである

利点を生かし、教頭同士が気兼ねなく情報交換・相

談できる関係を構築しています。

１　組織と事業等について

　魚沼市は地理的に広いため、①入広瀬・守門郷（３

人）②湯之谷・広神郷（５人）③小出・堀之内郷（６人）

の３郷ブロックとし、各ブロックから役員と事業を

分担しています。

　事業は可能な限り同じ曜日（木曜日）、同じ時間

帯に計画し、全員が確実に出席できるようにしてい

ます。常任委員会は年３回開催。総会は春季と年度

末に開催。研修会を秋に開催しています。

　また、各校教頭は魚沼市の「新・温かい学級づく

り推進事業」（WEBQU を生かして多様な個性を認

め合う学級集団づくりを目指すことで学びを育み、

人とのかかわりづくりを支援する）の校内事業統括

者を任されています。教頭は、この事業の推進役で

あり、実効性のある取組にするため、市教育センター

の指導を仰ぎ、継続的に研修を行っています。

　10 月６日に市教頭会「秋季研修会」を開催します。

研修会は２部構成とし、第１部を市教育センター統

括指導主事より「新・温かい学級づくり推進事業」

について講話をいただきます。第２部は「各校の課

題解決に向けた話合い」をグループで協議します。

①コミュニティスクール②学力向上③働き方改革

④行事等、学校運営の工夫の 4 つのテーマで時間を

区切って、グループ編成をかえながら協議を行いま

す。情報交換で得た価値ある内容を業務推進に役立

てています。

２　課題等について

　現在、学校の統合等により、ブロックで構成され

ている当市教頭会組織について再編成が検討されて

います。「顔がよく見える」そして「気軽に相談し

合える」組織になるよう全会員で進めていきます。

　阿賀野市小中学校教頭会は、小学校８校、中学校

４校、計12名の会員で構成されています。それぞれ

の会員が、日々の業務に奮闘しています。当会の規

模が大きくないため、互いの顔がよく見え、気軽に

何でも相談し合えることが、自慢の一つです。また、

教頭としての資質・能力の向上を図るため、定期的

に教頭会を開き、研修を重ねたり情報交換をしたり

しています。

１　次年度下越Ｂブロック研究大会に向けて

　次年度、当市教頭会は、下越Ｂブロック研究大会

で発表を予定しています。発表テーマ「地域連携を

さらに推進させ、ふるさと阿賀野市への誇りと愛着

をもつ児童生徒の育成」について、各校の地域連携

の取組の成果や課題などの情報交換を行いながら、

次年度の発表内容がよりよいものになるように、互

いに知恵を出し合っています。特に、教頭会の折に、

グループで地域連携についての課題は共有し、それ

ぞれの勤務校での取組に生かしたり、次年度の発表

内容を練り上げたりしています。

　また、阿賀野市教

育委員会管理指導主

事から実効ある地域

連携について御講話

をいただくなど、積

極的に研鑽に励んで

います。

２　教頭会として

  阿賀野市の教育基本理念「ふるさとを愛し、未来

を切り拓いていく人を育てる教育」の実現を目指し、

教頭会としてできることを実践していきます。

　今後も、教頭同士のネットワークを大切にし、

日々情報を共有しながら、日々の業務に邁進してい

きたいと思っています。

魚沼市小中学校
　　　 教頭会の紹介
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新潟市立木戸小学校

髙　橋　新　一

三条市立笹岡小学校

石　原　淳　一

佐渡市立佐和田中学校

金　子　幸　弘

　今まで意識しなかった管理職の仕事の多さと責任

の重さを感じながら、充実した日々を送っています。

現任校は以前に勤務した学校ですが、立場が違うと

見方や感じ方が異なったり、世代の違いを感じたり

しています。

　管理職になると、今まで以上に周囲の先生方の動

きや生徒との関わり方が見えてきて、今なお学ぶこ

とが多いです。また、生徒と共に考え、活動し、楽

しそうに生徒と話す先生方の姿を見ると、先生方の

日々の取組に感謝するばかりです。

　昨年までの教諭としての立場と今の管理職として

の立場との違いで判断に悩むこともありますが、校

長先生からご指導をいただきながら頑張っています。

　学校運営の軸となる管理職として、適切で素早い

判断を心がけ、多様な見方や考え方を学び、それを

活かして、生徒の居場所づくりと働きやすい職場環

境づくりを心がけていきます。

子どもたちのために

新潟市立赤塚中学校

佐々木　忠　洋

　教頭として赴任して半年が経とうとしています。

赴任当初は慣れない業務と提出文書に追われる日々

の連続で、自分自身気持ちに余裕のない時期が続き

ました。そんなある日、ハッとさせられる出来事が

ありました。授業で生徒が「先生、できたよ！」と

私に課題を見せに来た時の笑顔でした。その生徒の

表情は私にはとても輝いて見えました。その時、自

分が目先の事ばかりに気をとられ、周りを見ていな

かったことに気づかされました。

　周りを見ると、佐潟の豊かな自然、熱意溢れる教

職員、学校に協力的な保護者・地域の方々、そして

明るく輝いている子どもたち。

　今では、子どもたちがもっともっと輝いていける

ように日々感謝と精進しながら職務に励んでいます。

保護者や地域から信頼される学校づくりに取り組ん

でいきます。ご指導をよろしくお願いいたします。

　～何をするにも自分の評価や待遇を気にする人が

いる。力のない人ほど心配する。そんな心配をする

暇があれば、とにかく実力をつけることに専念しよ

う。実力さえつければ、どこでも、誰からも評価され、

思う通りに受け入れられるから～

　浜口 直太 著【勝つと決めたものだけが勝つ】

　高校生の息子の野球部便りで見つけた言葉です

が、今の私の心には、とてもしっくりときます。

　４月、55 名の児童と１匹のヤギの「はなちゃん」

に迎えられ、新任教頭として赴任しました。小中一

貫教育、コミュニティ・スクール、ヤギとイチョウ

と学ぶ学校…等々。そのためには、正に、教

頭としての実力をつけることだけが必要

です。

　子どもたちの、保護者の、地域の方々

の、そして職員の「笑顔があふれる」

学校にしたいと願う校長の指導の下、

「やってみよう！」と努力して参ります。

　新年度を迎え、子どもたちが学校に来た初日、「こ

んにちは、新しい教頭先生ですか。よろしくお願い

します。」廊下で居合わせた子どもたちが、笑顔いっ

ぱいで迎えてくれました。

　新任教頭として赴任してから、多くの方々と関わ

りながら職務を遂行できる日々に幸せを感じていま

す。保護者や地域の方々の学校に対する期待、それ

に応えようとひたむきに子どもたちの指導に当たる

教職員と共に過ごしていると、「全ては子どもたち

のために」自分も頑張らなければならないという思

いがさらに強くなります。

　私が常に意識していることは、いろいろ

な目線（児童・保護者・地域）で学校

のことを考えるということです。日

頃からアンテナを高くして、多角的

に物事が考えられるよう努力を積み重

ね、信頼される教頭を目指します。

信頼される
　　教頭を目指して

学び、活かす

実力をつけることだけ

ために

ました。小中

ヤギとイチョウ

正に、教

必要

々

る」

の下、

す。

のために」自分も

いがさらに強くな

　私が常に

な目線

のこ

頃か

に物

ね、信

学



令和４年10月14日 №198　(7)新潟県小中学校教頭会会報

新発田市立川東小学校

徳　富　大　吾

　新任教頭として着任し、半年が過ぎた。まだ、

日々の仕事をこなすことに精一杯で学校をつくると

いう段階には到底至っていない。しかし、日々、先

生方の声に耳を傾け、子どもたちの姿を見つめ、自

分なりにより子どもや先生が生き生きと学び合える

学校にしたいと思い、考えを巡らせている。

　少し心身に余裕ができた夏季休業中に『ジェネ

レーター』という本を読んだ。これまでは、教師が

ファシリテーターとなり、子どもたちが主体的に学

ぶ授業を俯瞰的につくっていくことが主流であっ

た。しかし、ジェネレーターという存在は、一緒に

参加して盛り上がりをつくる。内側に入って共に活

動するので、教師と子どもはお互いに学び合い、教

育し合うスーパーフラットな関係性となる。それ

が、『ジェネレーター』の前提である。

　学校現場では、長く「働き方改革」の推進が行わ

れている。しかし「多忙感＝超過勤務」の考えが先

行し、「数字上の改革」で留まっているように感じ

られる。適正な労働時間も当然大切だが、ジェネ

レーターのように子どもたちと共に学びをつくり、

共に感動し、共に成長していく…そんな「働き方改

革」「学校改革」も必要ではないだろうか。

　自分は、学校のジェネレーターとなり、同僚の先

生たちや子どもたちと「気になる」「面白そう」

「やってみよう」という思いを共有し、行動し、学

校をつくっていきたい…それが自分らしい教頭像！

その自分らしい教師像に近づいていくことが私の働

き方改革！

南魚沼市立八海中学校

小　林　一　治

　先日、当校の部活動を指導してもらっている方（教

員ではない）が、次のようなことを生徒に話してく

れました。「部活動の目的は、縦軸（自分自身）を

伸ばすことであり、横軸（他者との比較）は目標の

一つに過ぎない。」私はこの言葉を聞いて、はっと

させられました。

　これまでの自分の部活動の指導を振り返ると、横

軸が指導の軸となり、大会等で結果を残すことが第

一になっていました。また、横軸の視点では他者（校）

は、無数にいますから、いつまでたっても満足はで

きません。他者（校）と比較する横軸で見ることが

中心となっていますから、たまに縦軸で生徒を見て

も足りないところばかりが目についてしまいます。

ただ、縦軸だけを見ていると、井の中の蛙状態にな

ることもあるので、横軸を上手に使うことも時には

必要かなと思います。

　様々な価値観や多様性が尊重される時代に、横軸

視点よりは、縦軸を視点にして、昨日、一ヶ月前、

一年前、それぞれの自分と比較すれば成長が実感で

きるはずです。この考え方は、英語科の学習指導で

定着してきている「Ｃａｎ－Ｄｏリスト」や「バッ

クワードデザインによる単元構成」にも通じるとこ

ろだと思います。英語科に限らず、各教科で振り返

りの時間を大切にしていることも、子どもたちに縦

軸の視点を与えているのだと思います。

　現在の自分自身を振り返っても、縦軸で生徒や教

職員の成長を見取ることができていないと反省する

ばかりです。自分自身がロールモデルとなり、生徒

や教職員をしっかりと見取り、成長の過程を認め、

成長を褒めていきたいと思います。

指導の軸
『ジェネレーター』から
　　　　考える働き方改革
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